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2024年 1月 9日 

各      位 

会 社 名 株式会社ジャパンインベストメントアドバイザー 

代表者名 代 表 取 締 役  白 岩 直 人 

（東証 プライム市場・コード：7172） 

問合せ先 取締役管理本部長  杉 本  健 

（ TEL. 03-6550-9307） 

 

プライベート・エクイティ投資事業における新たな投資について 

～株式会社ＺｅｎｍｕＴｅｃｈ～ 

 
当社グループは、2015年８月より、プライベート・エクイティ投資事業を開始し、バリューアップ投資を行

っております。これまでに 7社の IPOを実現いたしました。(※) 

今般、当社グループが運営するファンドの新たな投資先として、株式会社ＺｅｎｍｕＴｅｃｈ（以下、ＺｅｎｍｕＴｅｃｈ）

の株式を取得いたしましたのでお知らせいたします。 

※ これまでの当社グループ投資実績：https://www.jia-ltd.com/business/privateequity/ 

 

記 

１． 投資の目的 

ＺｅｎｍｕＴｅｃｈは、独自の秘密分散技術を活用したセキュリティサービスを展開しております。「情報

漏えいは防げない」ことを前提に、「守らずに情報漏えいを防ぐ」という発想の転換で、意識せずに情

報セキュリティ確保が可能となるソリューション“ZENMU”を提供しております。データやネットワーク

のセキュリティが益々重要になる中、情報を意味のない断片に分割することで意識的に守ることが不

要なセキュリティという新たな分野を確立し、世界に挑戦しております。 

当社グループは、これまでのＺｅｎｍｕＴｅｃｈの実績と、「安心・安全な情報の利活用で世界を変える」

という企業パーパスに共感し、同社の事業拡大のサポートをすべく、株式を取得することといたしまし

た。 

２．ＺｅｎｍｕＴｅｃｈの概要 

（１） 名称 株式会社ＺｅｎｍｕＴｅｃｈ 

（２） 所在地 東京都中央区銀座８丁目１７番５号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 CEO 田口 善一 

（４） 事業内容 PCからの情報漏洩対策に秘密分散ソリューション 

「ZENMU Virtual Drive」などの提供 

（５） 設立 2014年 3月 4日 

（６） URL https://zenmutech.com/ 

    

３．今後の業績に与える影響 

現時点において、本件による 2024年 12月期の業績に与える影響は軽微です。 
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本件に関する問合せ先 

広報・ＩＲ室 

TEL：03-6550-9307 

以上 

 

【参考】 ＺｅｎｍｕＴｅｃｈ サービス紹介 

 

ＺｅｎｍｕＴｅｃｈは、独自の秘密分散技術により PC 内のファイルを PC とクラウドに分散保管する技術を

活用した秘密分散ソリューション「ZENMU Virtual Drive」を展開しております。この技術により分散保管

されたファイルは、一方のファイルだけでは復元できず盗難や紛失の際には、クラウド上の分散ファイルへの

アクセスを停止することでデータを復元不可能にし、情報漏洩リスクを低減します。ポスト VDI ソリューショ

ンや PCの社外持ち出しをもっと自由にするソリューションとして活用されております。 

 

■ZENMUが選ばれる 3つの理由 

（１） 経営課題を解決！ PCからの情報漏洩リスクを低減。コスト削減も成功。 

（２） ビジネス現場の課題を解決！ テレワークのPC利用の安全を担保しつつ利便性も損なわな

い！！サーバー設定不要ですぐ利用可能。 

（３） IT部門の課題を解決！ データを無意味化・分散化することでクラウド利用も安全に。 

 

■具体的なサービス 

ZENMU 

ソリューション名 

想定されるニーズ 
➤ 

ソリューション内容 

 

ZENMU 

Virtual Drive 

 

PC持ち出しに関する 

ビジネス現場の課題 
➤ 

外出先での PCの紛失・盗難時にも 

データ流出の心配は無用 

データを無意味化し、PC と外部記憶装置で

分散管理します。2 片が揃わないと元データ

の復元は不可能。PC の紛失・盗難時もデー

タ流出の心配は不要です。 

→（詳細サイト） https://zenmutech.com/zvdee/ 

 

ZENMU  

Virtual Drive  

ZENMU  

for PC 

「シンクラはネットワークが 

ないと何も出来ない」という 

ビジネス現場の課題 

➤ 
ローカルのデータを安全に利用可能 

普段はシンクライアント環境を用い、ネットワ

ークのつながらない場所ではローカルにあ

る ZENMU のドライブを使う。これにより、

セキュリティと生産性が高いレベルで保てま

す。 

→（詳細サイト） https://zenmutech.com/zvdee/ 

  https://zenmutech.com/zenmu-for-pc/ 
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ZENMU 

ソリューション名 

想定されるニーズ 
➤ 

ソリューション内容 

 

ZENMU  

Engine 

IoTデバイスの通信コストに

関する 

IT部門の課題 

➤ 
データの分散化で必要最低限なデータだけを

安全に送受 

IoT デバイスとサーバーとの接続に高価な

専用線を用いたり、高価なストレージにデー

タを格納したりするケースは多くあります。 

ZENMU を使い、デバイスでのデータの発

生時点で無意味化を行えば、高価な専用回

線やストレージは不要になります。 

→（詳細サイト） https://zenmutech.com/zenmu-engine/ 

QueryAhead® データの保管までは暗号化

されているので安全。 

→そのデータを分析する際

には元の状態に復号する必

要がある。 

→そこがデータの漏えいや

改ざんのリスクとなる課題。 

➤ 
秘匿計算を使うと… 

暗号化したデータを暗号化したまま加工・分析

できるので、一貫してデータの安全を確保で

きます。 

秘匿計算技術を活用すれば、外部のクラウド

上にデータを配置したとしても、一切復号せ

ずにデータの加工・分析ができます。その結

果、外部でのデータ復元ポイントを排除する

ことで、安全なデータの持ち出しとその利活

用が可能となり、分析作業の効率化が期待

できます。 

→（詳細サイト） https://zenmutech.com/products/secure-computation/ 

以上 


